
  

   第７８回  仏教公開講座 
 

  

生きるって どういうこと  
 
 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

 

  日  時  ２０１０年１２月２０日（月）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  酒井 義一氏（東京教区存明寺住職） 

  講  題  『親鸞聖人に遇う ―その人の言葉の響きを聞く―』 

日  程   午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                   ６時４５分  講 義 

                   ８時１５分  質問の時間 

                   ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

 

講師紹介 

  講師紹介 酒井 義一（さかい ぎいち） 

１９５９年、東京生まれ。真宗大谷派存明寺住職。 

真宗大谷派ハンセン病問題に関する懇談会委員、同朋会館教導、教師修練スタ

ッフ、青少幼年センタースタッフ。 

自坊では、こども会・青年のつどい・グリーフケアの会等を主宰。 

著書に、真宗ブックレット『ハンセン病と真宗』（東本願寺出版部）。 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ 

     親鸞聖人は、７５０年ほど前にそのいのちを終えられた方です。 

でも、その人は言葉となって、今も生きているといわれます。 

言葉は、あたたかさやぬくもりをもって、人々に響いてくるものです。 

まるで、この世の闇を生きるわれらを、包み込むようにして…。 

親鸞聖人―その人の言葉の響きを、聞いていきたいと思います。 


